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一．日本聖公会関係者の震災救援活動




































































































































孤女学院の創設（1891 年 12 月 30 日）や，同じく石井も
開設に尽力し，運営にあたっていた築地の東京救育院に
















































府の分は 1918 年現在）では，明治 24 年 11 月の設立とさ
れるが，つぎの 1927（昭和２）年版（『全国社会事業名












































































帰還の日である 1891 年 11 月 16日や，エクセター教区
聖ヒルダ・ミッションの慈善事業⑵
23









































































































































































地紀行』（Unbeaten Tracks in Japan, 1880）の著者であ
るイザベラ・バード（Isabella L. Bird），当時のジョン・














































































































た同教会会衆の C. カルクス（Caroline Kirkes），宮内省
式部次長・三宮義胤夫人の八重野（英国人），A. C. ショー





























































































































































































































３）『公会月報』４号，1891 年 11 月 15 日，p 41-42頁。また，『女
学雑誌』290 号（1891 年 11 月７日）もこの音楽会について「濃
尾震災救恤慈善会」と題して伝えている（242頁）。
４）C. F. Pascoe, Two hundred years of the S. P. G. : an historic-
al account of the Society for the Propagation of the Gospel in
Foreign Parts, 1701-1900, Ⅱ , London : the Society’s Office,
1901, p. 723.
５）The Japan Weekly Mail, Nov. 21, 1891, pp. 615-617. A. C.
ショーの報告は投稿欄に「地震のまち」（11 月 12 日付）と「破
壊されたまち」（11 月 14 日付）の２編が掲載されている。

















学雑誌』第 295 号付録，1891 年 12 月５日。
14）『福音新報』35 号，1891 年 11 月 13日，14頁。
15）『福音新報』第 34 号，1891 年 11 月６日，５頁および同紙 35
号，11 月 13日，14頁。
16）「基督教徒震災救助義捐金第五期報告」『護教』23号，1891 年





































８）Frances Awdry, Daylight for Japan : the story of mission
work in the land of the rising sun, London : Bemrose & Sons,
1904, p 176.
９）Mrs. Edward Bickersteth, Japan, London : A. R. Mowbray,
1908, p. 118.
10）M. Bickersteth, Japan As We Saw It, London : Sampson Low,






12）Awdry, Daylight for Japan, p. 176.






乙の巻，1892 年 10 月 29 日，1頁。
16）Awdry, Daylight for Japan, p. 176.
17）Ibid.
18）M. Bickersteth, Japan As We Saw It, p. 23. ただし同院付属の
施療所（Holly Charity Dispensary）は開業しており，入院施設
ということに問題があったと思われる。






20）Awdry, Daylight for Japan, p. 184.
21）Ibid.














付された履歴書（1887年 10 月 21 日付）では，ソーントンの担
当教科には英語・裁縫とともに音楽が挙げられている（東京都
公文書館編『都史紀要九 東京の女子教育』東京都情報連絡室
都政情報センター管理部センター管理室，1961 年 11 月，140
頁）。
25）Awdry, Daylight for Japan, p. 178.
26）広告「香蘭女学校生徒募集」『女学雑誌』224 号，1890 年８月，
巻末広告欄。
27）M. Bickersteth, Japan As We Saw It, p. 88.
28）『日曜叢誌』９号，1890 年８月１日，40頁。
29）『日曜叢誌』22 号，1894 年９月１日，37頁。
30）Awdry, Daylight for Japan, p. 181.
31）M. Bickersteth, Japan As We Saw It, p. 88.
32）たとえば，以下に述べるように，『日曜叢誌』でさえ聖ヒルダ
孤女院が「改称」（英語名）したジョン・ビショプ孤児院を「香
蘭女学校付属孤児院」としている（71 号，1895 年 10 月１日，
32頁）。
（二）寮舎の新設――「ジョン・ビショップ孤児院」
33）1898 年 10 月６日付，ビカステス宛ビショップ夫人書簡。
Samuel Bickersteth, Life and letters of Edward Bickersteth :
bishop of south Tokyo, London : Sampson Low, Marston and
Co., 1899, p. 391. イザベラ・バード，金坂清則訳『イザベラ・バー
ド極東の旅２』（平凡社，2005 年）にこの書簡の邦訳が収載され
ている（167頁以降）。宛先の「ビカステス」は，この書の著者
Samuel Bickersteth とされる（金坂清則，同書 335頁）。
34）Ibid., p. 1.
35）マーレー宛ビカステス主教夫人書簡。Anna M. Stoddart,
The life of Isabella Bird (Mrs. Bishop), London : Jhon Murray,






と基礎的検討」『旅の文化研究所研究報告』３号，1995 年 12 月，
43-48頁，参照。書簡の訳出にあたっても高畑美代子稿を参照
した。二つの病院名は金坂清則稿（46頁）による。
36）Awdry, Daylight for Japan, p. 185.
37）『日曜叢誌』71 号，1895 年 10 月１日，32頁，および同上。
38）マーレー宛ビショップ夫人書簡。Stoddart, The life of
Isabella Bird (Mrs. Bishop), p. 325. O. チェクランド，川勝貴美
訳『イザベラ・バード 旅の生涯』（日本経済評論社，1995 年）
は，この書簡が 1896年３月 15 日付であることを明らかにして
いる（291頁）。書簡の訳出にあたっても同書（242-243頁）を
参照した。
39）Stoddart, The life of Isabella Bird (Mrs. Bishop), p. 304. およ













42）Awdry, Daylight for Japan, p. 183.
三．麻布孤児院の設立




示されず 1891 年 10 月の設立とされている。
３）『女学雑誌』292 号，1891 年 11 月 21 日，24頁。
４）同上，および同誌 25 号，1891 年 12 月１日，41頁，参照。ま





６）Pascoe, Two hundred years of the S. P. G., 1701-1900, Ⅱ , p.
723
７）『日曜叢誌』26号，1892 年１月１日，43-44頁。
８）Pascoe, Two hundred years of the S. P. G., 1701-1900, Ⅱ , p.
723.
９）以下の文献に St. Andrew’s Orphanage の名称がみられるが，
詳細は明らかでない。Alfreda Arnold, comp. The Light of
Japan, : Church Work in the Dioceses of South Tokyo, Osaka
and Kiushiu under the Church of England, Hartford : Church
Missions Publishing Co., 1906, p. 68.
10）『日曜叢誌』26号，1892 年１月１日，43-44頁。




在調査」留岡幸助編『監獄改良』警醒社書店，1900 年 10 月，（付
































11）『日曜叢誌』59 号，1894 年 10 月１日，381-382頁。
中西 良雄
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